授業メモ
10/31

◎椿山荘（ちんざんそう）
http://www.chinzanso.com/
　東京都文京区関口にある庭園・結婚式場・ガーデンレストラン・ホテル。

　明治時代の政治家・軍人の山県有朋（やまがたありとも、1838~1922）が明治11年（1878年）に作った邸宅がはじまり。庭園名の由来は当地にツバキが多数自生していて「つばきやま」と呼ばれていたことによる。

　山県自ら設計した庭園や、山県公爵記念館、一千坪の大邸宅があったが、昭和20年の大空襲で消失。戦後、藤田観光が庭園を復興、以後東京を代表する結婚披露宴会場として現在に至る。

　広さ約２万坪の日本庭園は入場無料。

◎慶應義塾大学（慶応大学・慶大）
http://www.keio.ac.jp/
　福澤諭吉が1858年に江戸築地鉄砲洲（現在の東京都中央区明石町）に開いた蘭学塾が始まり。 1871年に現在の本部がある港区三田に移転、1980年から大学課程を開設、早稲田大学と並ぶ「私学の雄」として多くの人材を輩出、日本を代表する私立大学の１つである。

◎日本の結婚式

　日本では普通結婚式は「婚礼」と「披露宴」に分かれていて、一般招待客は披露宴から参加することが普通です。

・披露宴の式次第（一般的なものです）


新郎新婦入場・開会


媒酌人挨拶（新郎新婦紹介）・来賓祝辞・乾杯


お色直し・食事・歓談


ウエディングケーキ入刀（切る、と言ってはいけない）


スピーチ・祝電披露


お色直し・歓談


キャンドルサービス


歓談・出し物・余興


花束贈呈・新郎新婦謝辞・両家代表謝辞


新郎新婦退場・お開き（閉会）

・日本の披露宴では基本的に途中で帰ることはできません。また出席人数や座る席をあらかじめ決めなければならないので、招待状をもらった場合はなるべき早く出欠の返事をしましょう。

・ご祝儀は、学生で友人の場合は１万円〜３万円。偶数は避ける（２万円は良い）。

・服装は落ち着いた感じのスーツやドレスを着ていきましょう。新郎新婦より目立ってはいけません。

◎丁寧な表現

・人称代名詞など

わたし→わたくし

私たち→私（わたくし）ども

あなた→あなた（様）※目上の人は役職（「さん」はいらない）か名前＋さん（さま）で呼ぶ
この人→この方
　
あの人・彼→あの方

この（あの）人達→この（あの）方々

○○たち→○○方

みんな・皆さん→皆様（方）
誰→どなた・どちら様

・指示代名詞・疑問詞

こっち・ここ→こちら
そっち・そこ→そちら
あっち・あそこ→あちら

どっち・どこ→どちら
どう→いかが（如何）
いくら→おいくら（いかほど）

・時間を表す言葉

きょう→本日

きのう→昨日（さくじつ）　　あす・あした→明日（みょうにち）

おととい→一昨日（いっさくじつ）


あさって→明後日（みょうごにち）

次の日→翌日

去年→昨年

おととし→一昨年（いっさくねん）

ゆうべ→昨夜（さくや）
明日の朝→明朝（みょうちょう）

いま→只今（ただいま）
このあいだ→先日

○○ぐらい→○○ほど

今度→このたび・このほど・今回


これから→今後・これより

さっき→先ほど（さきほど）
後で→後ほど（のちほど）

・副詞など

とても・すごく→大変、非常に、大層


ちょっと・少し→少々

早く→早めに




すぐ→早速（さっそく）・早急に

とても〜ない→到底（とうてい）〜ない

・挨拶・定型表現など

おはよう→おはようございます



ありがとう→ありがとうございます

さようなら→失礼します（いたします）・御機嫌（ごきげん）よう

ごめんなさい・すみません→申し訳ありません（ございません）・恐れ入ります

いいです・いりません→結構（けっこう）です

・動詞（前に紹介した「丁重語」は丁寧語としても使える）

死ぬ→亡くなる（逝く(いく)）
寝る→休む
買う→求める
ある→ございます

☆「〜です」のさらに丁寧な形「〜ございます」が形容詞につく場合

美しい→美しゅうございます

若い→若う（わこう）ございます

悪い→悪うございます

良い→良うございます（よろしゅうございます）

